
中野区特別養護老人ホーム優先入所等に関する指針

１ 目的

この指針は、中野区内の特別養護老人ホーム（以下「施設」とい

う。）における入所の必要性の高い者の優先入所等に関する基準を明

示し、入所者の入所決定過程の透明性及び公平性を確保することを目

的とする。

２ 入所の対象者

(1) 要介護状態区分が要介護３から要介護５までの認定を受けた者

のうち、常時介護を必要とし、在宅において介護を受けることが困

難な者とする。ただし、次の各号のいずれかに該当する者は対象と

しない。

① 入院治療の必要がある者

② 適切な指定介護老人福祉施設サービスを提供することが困難な

者

(2) 入所の対象者の特例

(1)の規定にかかわらず、要介護状態区分が要介護１又は要介護

２の認定を受けた者であって、次の各号のいずれかに該当する場合

は、入所の対象者とすることができる。

① 認知症であることにより、日常生活に支障を来すような症状・

行動や意思疎通の困難さが頻繁に見られること。

② 知的障害・精神障害等を伴い、日常生活に支障を来すような症

状・行動や意思疎通の困難さ等が頻繁に見られること。

③ 家族等による深刻な虐待が疑われる等により、心身の安全・安

心の確保が困難であること。

④ 単身世帯である、同居家族が高齢又は病弱である等により、家

族等による支援が期待できないこと。

⑤ サービスの利用が限度額の９割以上であること。



３ 入所申込み

(1) 入所の申込みは、原則として、本人又は家族等からとし、入所

申込書・調査書に介護保険被保険者証の写し等を添付する。

(2) 地域包括支援センター及び居宅介護支援事業者の介護支援専門

員は、本人又は家族等の委任を受け、申込みの代行を行うことがで

きる。

(3) 施設長は、入所申込者に対し、入所申込書・調査書に記載され

た内容に変更があった場合は、その旨の申出を行うよう、あらかじ

め依頼しておくものとする。

４ 優先度の判定

(1) 共通基準による評価（第一次評価）

施設長は、入所の申込みがあった場合は、別表に定める共通指標

に基づき、速やかに第一次評価を行うよう努めなければならない。

(2) 優先的な入所を決定するための評価（第二次評価）

施設は、第一次評価で優先度が高い区分に分類された者について、

優先的な入所を決定するための評価（第二次評価）を実施する。

(3) 第二次評価は、６の入所検討委員会において、その評価基準を

明らかにした上、審査され、決定されるものとする。

(4) 入所検討委員会は、申込者の状況の変化により再評価が必要な

場合は、速やかに再評価を実施する。

(5) 第二次評価の評価基準は、本人及び介護者等の意見、在宅サー

ビスの活用状況並びに認知症等に伴う問題行動の有無を共通項目と

して設定する。

(6) 第二次評価の評価基準は、(5)の共通項目のほかに施設長が必要

と認める項目を設定することができる。

５ 入所候補者名簿等の作成及び保管

施設長は、第二次評価の結果を踏まえ、入所候補者名簿を作成する

とともに、変更があった都度、整理・更新しておかなければならない。

また、評価に使用した資料等についても整理・保管する。



６ 入所検討委員会

(1) 施設は、優先入所を実施するに当たり、適正に評価するため、

合議制の委員会又は会議（以下「入所検討委員会」という。）を設

置しなければならない。

(2) 入所検討委員会は、施設長、生活相談員、介護職員、看護職員、

介護支援専門員等で構成する。なお、入所検討委員会には第三者

（施設を設置した法人の評議員等）を加えることが望ましい。

(3) 入所検討委員会は、必要に応じ、施設長が招集する。

(4) 入所検討委員会は、審議の内容を記録し、２年間保管しなけれ

ばならない。

(5) 施設は、区市町村又は都道府県から求めがあった場合は、記録

を提出する。

７ 入所の決定

入所の決定は、入所検討委員会の検討結果による優先順位の高いラ

ンクにある者のうち、申込者の居住地域、入所待ちの期間、本人の意

向、緊急に対応すべき事柄、部屋割り等の施設運営との整合性等を勘

案し、施設長が行うものとする。

８ 結果の通知

施設長は、第一次評価の結果、第二次評価の結果及び入所決定につ

いて申込者に通知する。

９ 緊急入所の取扱い

施設長は、次に掲げる場合は、入所検討委員会の審議によらずに入

所を決定することができる。

(1) 老人福祉法第１１条に規定する区市町村からの措置による入

所の委託の場合

(2) その他施設長が特に必要と認めた場合

１０ 辞退者等の取扱い

入所一時辞退者は、順位を繰り下げる。ただし、本人の入院等やむ

を得ない理由により一時辞退する場合は、順位を保留する。



１１ 適正運用

(1) 施設は、この指針に基づき、適正に入所の決定を行うものとす

る。

(2) 中野区は、この指針の適正な運用について、施設に対して必要

な助言を行うものとする。

１２ 苦情解決

(1) 入所申込者等からの申込み等に関する苦情の申出があった場合

は、施設内の苦情解決窓口において適切な対応を行うものとする。

(2) 施設において解決に至らない場合は、関係機関と連携し解決を

図るものとする。

１３ 指針の公表等

(1) 中野区及び施設は、指針を公表する。

(2) 施設は、入所希望者に対して、その内容を説明する。

附 則

この指針は、平成２７年４月 1 日から適用する。

附 則

この指針は、令和４年４月１日から適用する。


